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メディア説明会の開催趣旨
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○気候変動の影響等により、今後も大規模な洪水被害、土砂災害の発生が想定される中、
住民一人一人がその危険性を認識し、自身の命を守るための行動につなげていくことが重要

○メディア関係者と連携し、より良い災害情報の発信の内容や発信の仕方、伝達の手段等を
検討し、的確な避難行動がとれるように住民一人ひとりに情報が伝わることが重要

○また、情報を受け取ることが難しい者、避難行動に支援が必要とされる者が存在すること、
避難行動のきっかけとなったのが地域の声掛けである場合も多いことなどを踏まえると、地域
コミュニティーの活動を支援するという視点でも、どのような情報の発信、共有の仕方が適切
かについても検討することが必要

○情報を発信する行政と情報を伝える機能を有するメディア関係者などが連携し、広範性、即
時性、双方向性、高参照性などそれぞれが有する特性を活かした対応策、連携策を検討し、
住民避難行動に結びつく災害情報の提供・共有方法を充実し、速やかにその実施を図ること
を目的

メディア説明会の開催趣旨

◆「水害リスクの自分事化」への取り組みについて （メディアの皆様へのお願い（河川編））

〇激甚化・頻発化する水災害から命を守り、被害を最小化するためには、住民や企業などが自
らの水災害リスクを認識し、自分事として捉え、主体的に行動することに加え、さらに視野を広
げて、流域全体の被害や水災害対策の全体像を認識し、自らの行動を深化させることで、流域
治水の取り組みを推進していく必要あり。

〇本施策を推進するための各種取り組みや情報発信等へ一層、連携・協力をお願いします。
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気候変動による水災害の頻発化・激甚化
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気候変動による水災害の頻発化・激甚化

○短時間強雨の発生の増加や台風の大型化などにより、近年、浸水被害が頻発しており、既
に地球温暖化の影響が顕在化しているとみられる。
○さらには、今後、気候変動による水災害の激甚化・頻発化が予想されている。
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ピーク水位時
令和7年8月7日 13:50

平常時
令和7年8月6日 13:00

小矢部川（長江水位観測所）
氾濫危険水位（レベル４）超過

小矢部川（石動水位観測所）
氾濫注意水位（レベル２）超過

長江
ながえ

津沢
つざわ

※本資料で掲載する数値等は
速報値であるため、今後の
調査で変わる可能性があり
ます。

渋江川（蓮沼水位観測所）
避難判断水位（レベル３）超過

ピーク水位時
令和7年8月7日 10:40

平常時
令和7年8月6日 13:00

ピーク水位時
令和7年8月7日 12:20

平常時
令和7年8月6日 13:00

ピーク水位時
令和7年8月7日 11:40

平常時
令和7年8月6日 13:00

小矢部川（津沢水位観測所）
氾濫注意水位（レベル２）超過

石動
いするぎ

蓮沼
はすぬま

令和7年8月前線による小矢部川水系出水概要並びに富山河川国道事務所の対応
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ピーク水位時
令和7年9月21日 2:30

平常時
令和7年9月19日 13:00

小矢部川（長江水位観測所）
氾濫注意水位（レベル２）超過

小矢部川（石動水位観測所）
氾濫注意水位（レベル２）超過

長江
ながえ

津沢
つざわ

※本資料で掲載する数値等は
速報値であるため、今後の
調査で変わる可能性があり
ます。

渋江川（蓮沼水位観測所）
氾濫注意水位（レベル２）超過

ピーク水位時
令和7年9月20日 23:40

平常時
令和7年9月19日 13:00

ピーク水位時
令和7年9月21日 0:00

平常時
令和7年9月19日 13:00

ピーク水位時
令和7年9月20日 23:10

平常時
令和7年9月19日 13:00

小矢部川（津沢水位観測所）
水防団待機水位（レベル１）超過

石動
いするぎ

蓮沼
はすぬま

令和7年９月前線による小矢部川水系出水概要並びに富山河川国道事務所の対応
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常願寺川、神通川、庄川、小矢部川の水位観測所と注意する水位
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○令和7年8月7日からの前線の影響により、富山県では記録的な大雨となり、アメダス砺波では、7日12時までの12時間で204ミリを観測し8月の平年1か月分を半日
で超える降水量となった。また、その他の観測地点でも降水に関する観測値が統計開始以来の極値を更新した。
○小矢部川津沢地区では、洪水被害の防止・軽減を目的に昭和５７年から平成５年までに一連区間の引堤・河道掘削事業を完成させました。
○令和７年８月出水では、これまで行ってきた引堤、河道掘削事業により、小矢部市津沢地区（34.2k付近）では、約２．１mの水位低減効果を発揮。
○引堤、河道掘削事業がなかった場合、HWLを超過していたと想定され、いつ堤防が決壊してもおかしくない状況であった。

富山県

岐阜県
長野県石川県

新潟県

小矢部川流域

位置図

津沢水位観測所

（令和2年3月撮影）

33.0k

33.0k

34.0k

34.0k

津沢地区 整備状況（引堤・河道掘削）

（右岸側堤防）

（左岸側
堤防）

以前の堤防

新
津
沢
大
橋

津
沢
大
橋

合口橋

引堤・河道掘削の効果（34.2k付近）

出水の状況（津沢水位観測所:33k付近）

以前の川幅：約85m

広がった川幅：約135m（整備前の約1.5倍）

左岸堤防高
T.P.45.89m

右岸堤防高
T.P.45.97m

引堤

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

旧堤

H.W.L 44.34 引堤がなかった場合の水位（計算値） 44.40

今回洪水の水位（計算値） 42.27

約2.1mの水位低減効果 引堤・河道掘
削後（現在）

小院瀬見雨量観測所

平常時 8/6 13：
00

出水時 8/7 11：40
基準地点：津沢

主要地点：石動

小矢部川 河川改修事業の効果 （津沢地区引堤事業）
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※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

左岸堤防高
T.P.29.18m

右岸堤防高
T.P.29.01m

引堤

以前の川幅：約100m

広がった川幅：約170m（整備前の約1.7倍）

引堤・河道掘削の効果により
約50cmの水位低減効果

引堤がなかった場合の水位（計算値） 26.08

今回洪水の水位（計算値） 25.54

H.W.L 27.40

○令和7年8月7日からの前線の影響により、富山県では記録的な大雨となり、アメダス砺波では、7日12時までの12時間で204ミリを観測し8月の平年1か月分を半日
で超える降水量となった。また、その他の観測地点でも降水に関する観測値が統計開始以来の極値を更新した。
○小矢部川では、洪水被害の防止・軽減を目的に昭和２９年から昭和４４年までに一連区間の引堤・河道掘削事業を完成させました。
○令和７年８月出水では、これまで行ってきた引堤事業により、小矢部市石動地区（26.0k付近）では、約５０cmの水位低減効果を発揮。

出水の状況（石動水位観測所:25k付近）

（令和2年3月撮影）

（左岸側堤防）

26.0k

26.0k

25.0k

25.0k

以前の堤防

茅
蜩
橋

小
矢
部
橋

石
動
橋

三井アウトレット北陸小矢部

（右岸側堤防）

石動地区 整備状況（引堤・河道掘
削） 引堤・河道掘削の効果（26.0k付近）

引堤整備後
（現在）

平常時 8/6 13：
00

出水時 8/7 12：20富山県

岐阜県
石川県

新潟県

小矢部川流域

位置図

津沢水位観測所

小院瀬見雨量観測所

基準地点：津沢

主要地点：石動

小矢部川 河川改修事業の効果 （石動地区引堤事業）
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気候変動を踏まえた流域治水の推進
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〇気候変動の影響による水災害の激甚化・頻発化に適応していくため、流域のあらゆる関係者が協同して水災害を行う
「流域利水」へ転換。

〇施設整備には時間を要することになるが、その間でも、温暖化などにより洪水による被害が深刻化する恐れがあるため、
河川整備を加速することに加え、本川下流のみならず、上流や支川など中小河川も含め流域全体で、国、都道府県、市町
村、地元企業や住民などが協同して取り組む「流域治水」により治水対策を推進。

気候変動を踏まえた流域治水の推進

12
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水災害を自分化し総力を挙げて流域治水に取り組む（１）

〇住民や企業などが自らの水災害リスクを認識し、自分事として捉え、主体的に行動することに
加え、さらに視野を広げて、流域全体の被害や水災害対策の全体像を認識し、自らの行動を深
化させることで、流域治水の取り組みを推進する。
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水災害を自分化し総力を挙げて流域治水に取り組む（２）

14
【 14 】



〇流域治水に取り組む企業等や流域治水の取り組みを支援する企業等を幅広く周知するとともに、流域
治水に資する取り組みを促進するため、オフィシャルサポーター制度を令和５年度に創設。

〇流域治水の推進に取り組む企業等をオフィシャルサポーターとして認定し、その取り組みを国土交通省
ウェブサイトなどで紹介するほか、企業の活動において、オフィシャルサポーターである旨を明記すること
が可能。
〇令和８年度流域治水オフィシャルサポーターとして全国１９３の企業・団体等を認定。

流域治水オフィシャルサポーター制度について

15

https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/supporter.html
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流域治水オフィシャルサポーター制度について

〇北陸地方整備局管内
を主な活動地域とする
流域治水オフィシャル
サポーターとしては１０
の企業・団体が認定さ
れ、各種活動に取り組
んでいる。

北陸地方整備局管内を主
な活動地域としている流
域治水オフィシャルサ
ポーター認定企業・団体
一覧
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河川の危険を伝える情報（記者発表など）
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メディアの特性を活かした情報発信の充実
〇情報を発信する行政と情報を伝えるマスメディア、ネットメディアをはじめとする民間企業など
が連携し、それぞれの有する特性を活かした対応や連携を行うことで、住民自らの行動に結び
つく切迫感のある情報をタイムリーに、かつ真に情報を必要とする人へ届ける仕組みを構築して
いく。

18
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○氾濫によって住民の生命に影響が及ぶ蓋然性が高くなる状況（警戒レベル５となる場合）においては、
その状況の速やかな把握や迅速な身の安全を守る行動等の対応をとることが重要となる。
○氾濫による著しい危険が切迫した状態にあることを、河川管理者等が水防事務を担う都道府県知事等
にプッシュ型で通報し、通報を受けた都道府県知事が、水防関係者に通知を行うことで、市町村長等に
よる迅速な緊急安全確保措置の指示やその他の的確な水防活動に繋げる。

※なお、通報を受けた都道府県知事が気象庁長官にも通知を行うことで、特別警報の発表の判断要素として活用される。
※浸水想定区域・・・住宅等が所在する区域において、洪水や高潮による氾濫等により浸水が想定される区域（市町村がハザードマップを作成すること
となっている）

新たな通報制度の概要

河川管理者等
（河川・下水道・海岸管理者）

都道府県知事
（水防）

※国管理河川は
国土交通大臣が通知

通報
市町村長
（水防、防災）

住民

気象庁長官

報
道
機
関

通知
水
防
活
動

著しい危険が切迫している
と認められるとき

緊急安全確保

相当な損害が発生する
おそれがあると認められるとき

水防活動・・・水災を警戒・防御し、被害を軽減する活動
・巡視活動、水防工法や避難誘導・救助活動

河川の増水・氾濫の危険を伝える情報 19
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防災気象情報（河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮）を５段階の警戒レベルにあわせて発表。
対象災害ごとの情報として整理するとともに、レベル４相当の情報として危険警報を新設。
情報名称そのものにレベルの数字を付けて発表。（例：レベル４大雨危険警報 等）
レベル５相当情報については、氾濫特別警報を新たに運用するとともに、氾濫通報も活用して運用。

（警戒レベルごとに）
住民がとるべき行動

高潮
海水面の上昇や
波の打上げによる

浸水

土砂災害
急傾斜地の

がけ崩れや土石流

大雨※4
低地の浸水や

洪水予報河川以外
の外水氾濫

河川氾濫
その他

河川・下水道水位周知河川洪水予報河川

市町村ごと河川ごと

命の危険 直ちに
安全確保！

レベル５
高潮特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
氾濫発生情報

レベル５
氾濫発生情報

レベル５
氾濫特別警報

警戒レベル
５相当

＜警戒レベル４までに危険な場所から かならず避難！＞

危険な場所から
全員避難

レベル４
高潮危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
大雨危険警報ーレベル４

氾濫危険情報
レベル４

氾濫危険警報
警戒レベル
４相当

避難に時間を要する人は早
めに避難、避難の
準備など

レベル３
高潮警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
大雨警報ーレベル３

氾濫警戒情報
レベル３
氾濫警報

警戒レベル
３相当

避難行動を確認
（避難場所や避難ルート、
避難のタイミングなど）

レベル２
高潮注意報

レベル２
土砂災害注意報

レベル２
大雨注意報ーレベル２

氾濫注意情報
レベル２
氾濫注意報

警戒レベル
２

災害への心構えを高める早期注意情報
警戒レベル
１

水防法に基づく水位周知や氾濫通報を含めた新しい防災気象情報

※２ ※２

※３

※１、２ ※１、２、５

河川の増水・氾濫の危険を伝える情報 警戒レベル相当とする新しい防災気象情報
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氾
濫
の
発
生
・

切
迫
を
把
握※

河

氾濫の
発生・切迫

警戒レベル５相当情報の伝達の流れ［洪水予報河川］

河

気

河川管理者
都道府県知事（水防）
国土交通大臣
気象庁長官

※河川の水位や流量の変動、堤防、
水門等の損壊状況等の情報

①洪水による氾濫の発生や氾濫が迫っていることを関係者にプッシュ型で情報提供するため、河川管理者等は、氾
濫による危険の切迫を認める場合に都道府県知事へ通報する制度を創設
②国土交通大臣又は都道府県知事は、河川管理者からの通報に基づき、レベル５氾濫発生情報を関係機関へ通
知するほか、気象庁長官の求めに応じ、洪水の特別警報の判断に必要な情報（河川の水位や流量の変動、堤
防、水門等の損壊状況等）を提供
③市町村長は、国土交通大臣又は都道府県知事、気象庁長官からの「レベル５氾濫特別警報（レベル５氾濫発
生情報と共同で実施）」の通知を踏まえ、対象地域の住民に対して緊急安全確保の発令を判断

【水防法 第13条の４、新第24条の2第2項、気象業務法 新第13条の２第６項、第７項、第８項】

【水防法 新第24条の2第1項、新第25条第1項】

河川ごと発表

レベル５氾濫特別警報

レベル５氾濫発生情報
5

情

報

名

称

レベル４氾濫危険警報４

レベル３氾濫警報３

レベル２氾濫注意報２

早期注意情報1

通報

対象地域の住民
緊急安全確保

レベル５
氾濫特別警報
一般に周知

共
同
で

通
知
・
周
知

市町村長

報道機関

水防法に基づく洪水予報
は共同で引き続き実施

国
県
・
気

国県

１

２
３

気

国県

河川の増水・氾濫の危険を伝える情報 警戒レベル５相当情報の情報伝達（洪水予報河川）21
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※2 洪水予報河川・水位周知河川
以外は、レベル５氾濫発生情報
のみ発表とし、発表対象とする河
川は水防計画で定める。
水位周知河川では、レベル４氾
濫危険情報以外の運用が無い河
川もある。

市町村ごと河川ごと※2発表

レベル５
大雨特別警報

レベル５
氾濫発生情報

5

情
報
名
称

レベル４
大雨危険警報

レベル４
氾濫危険情報４

レベル３
大雨警報

レベル３
氾濫警戒情報３

レベル２
大雨注意報

レベル２
氾濫注意情報２

早期注意情報－1

氾
濫
の
発
生
・

切
迫
を
把
握※

1

河

氾濫の
発生・切迫

警戒レベル５相当情報の伝達の流れ［水位周知河川等］

河

気

河川管理者
都道府県知事（水防）
国土交通大臣
気象庁長官

※1 河川の水位や流量の変動、堤防、
水門等の損壊状況等の情報

①洪水による氾濫の発生や氾濫が迫っていることを関係者にプッシュ型で情報提供するため、河川管理者等は、氾
濫による危険の切迫を認める場合に都道府県知事へ通報する制度を創設
②国土交通大臣又は都道府県知事は、河川管理者からの通報に基づき、レベル５氾濫発生情報を関係機関へ通
知・周知（気象庁が発表するレベル５大雨特別警報の発表判断にも活用）
③市町村長は、国土交通大臣又は都道府県知事からの「レベル５氾濫発生情報」の通知を踏まえ、対象地域の住
民に対して緊急安全確保の発令を判断

レベル５
大雨特別警報
氾濫発生情報
一般に周知

対象地域の住民
緊急安全確保

市町村長

報道機関

国県

通知・周知
（緊急安全確保の
判断に資する情報）

３

【水防法 新第24条の2第1項、新第25条第1項】

【水防法 第13条の４、新第24条の2第2項】

２

国県

国県

国県

気

気

気

国県
通報
１

通知
２レベル５大雨

特別警報発表
の判断に活用

通知
・周知

気

河川の増水・氾濫の危険を伝える情報 警戒レベル５相当情報の情報伝達（水位周知河川）22
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洪水予報の例 23
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記者発表の例 24
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防災情報（川の情報）を入手する方法
川の防災情報
防災ネット富山
水害リスクライン

25
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川の防災情報

26

川の防災情報 https://www.river.go.jp/
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川の防災情報

27
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川の防災情報（防災ネット富山より入ることもできる）

28
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二上大橋

小
矢
部
川

河川監視用ＣＣＴＶカメラ配置図（直轄河川）（ソフト対策）

本線 井田川 熊野橋 本線 渋江川

通常型 11 11 7 4 11 18 1 63

全方位型 0 1 0 0 1 1 0 3

簡易型 2 2 1 0 1 4 0 10

合　計 13 14 8 4 13 23 1 76

合　計
神通川

常願寺川
小矢部川

庄川

カメラ台数

29
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「川の防災情報」での予測水位情報の提供

30
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「川の防災情報」から水位情報を検索

31
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「川の防災情報」から水位情報を検索

32
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川の防災情報

33
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川の防災情報

34
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川の防災情報の利用方法（富山県内河川の水位状況把握）

35
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川の防災情報の利用方法（富山県内河川の水位状況把握）

36
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川の防災情報の利用方法（詳細な水位状況把握）

37
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川の防災情報の利用方法（詳細な水位状況把握）

38
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川の防災情報の利用方法（河川の状況把握）

39
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富山河川国道事務所が提供する防災情報

40
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水害リスクラインの利用方法（洪水の危険度レベル）

41

水害リスクライン https://frl.river.go.jp/
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水害リスクラインの利用方法（洪水の危険度レベル）

42
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水害リスクラインの利用方法（洪水の危険度レベル）

43
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道路関係のお知らせとご協力のお願いについて

１）メディアの皆様へのお願い（道路編・夏）
２）雨量規制区間（事前通行規制区間）について
３）メディアの方への情報提供のタイミング
４）道路緊急ダイヤル #9910
５）道路ふれあい月間
６）情報提供している画像の使用について

【 44 】



１）メディアの皆様へのお願い（道路編・夏）

梅雨明けし、これから短時間の強い雨や、台風の影響による大雨が予
想されるため、以下の情報について、道路を利用される方へ呼びかけの
ご協力をお願いします。

① 雨量規制に関する情報

② 道路の異状を発見した場合の通報手段
→  道路緊急ダイヤル「#9910」☏ ･･･ 24時間受付

LINEアプリ版も運用中 ･･･ 画像や位置情報も投稿可能！

また、８月は「道路ふれあい月間」です。

各種イベントを予定しておりますので、道路愛護や適正な道路利用の
呼びかけもお願いします。
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図－１ 雨量規制区間位置図

表－１ 事前通行規制区間

●「事前通行規制区間」は、大雨や台風による土砂崩れや落
石等の恐れがある箇所について、 過去の記録などを基にそ
れぞれ規制の基準等を定め、 災害が発生する前に通行止
などの規制を実施する区間。

●富山河川国道事務所管内の事前通行規制区間は、４路線
５区間、延長 13.7kmが該当。

●雨量規制は、連続雨量の値のほか、土壌雨量指数（土の
中の水分量）も踏まえ、総合的に判断し規制を実施。

R160 中波

R160 阿尾

R156 小牧
R41 猪谷

R8 安楽寺

路線 名称 区間 延長 気象等基準値 危険内容 担当出張所

5.7
km

2.5
km

1.6
km

1.6
km

連続雨量 １６０㍉（大境）

連続雨量 １６０㍉（泊）

土砂崩落
落石等
雪崩

落石等
雪崩

富山県小矢部市安楽寺 ～
  石川県河北郡津幡町九折

氷見市宇波 ～ 藪田

氷見市中波 ～ 宇波

砺波市庄川町小牧 ～ 金屋

富山市猪谷 ～ 片掛
連続雨量 １２０㍉（片掛）
雪崩発生が予想されるとき

連続雨量 １５０㍉（小牧）
雪崩発生が予想されるとき

2.3
km

能越国道
維持出張所

高岡国道
維持出張所

富山国道
維持出張所

高岡国道
維持出張所

連続雨量 １８０㍉（小矢部）

土砂崩落
落石等

土砂崩落

国道１６０号

国道１５６号

国道４１号

国道８号

阿 尾

中 波

小 牧

猪 谷

安楽寺

表－２ 過去１０ヵ年（H28～R7）の事前通行規制の実績

R7.8.7 国道８号 「安楽寺」の規制状況

２）雨量規制区間（事前通行規制区間）について

-2-【 46 】



○規制前（規制の可能性がある場合）
・ 気象台から、大雨に関する情報があった場合。

例） 大雨に関する気象情報発表。帰宅時間帯にかけて強い雨の予報。等
・ 雨量規制値の70%など、一定割合に達した場合。

例） 連続雨量 90㍉を観測。 連続雨量 120㍉で通行止め。等

○規制開始
・ 連続雨量が雨量規制値に到達した場合や、土壌雨量指数等

も踏まえ、通行止めを判断した場合。
例） 連続量180㍉に達したため通行止め。等

○規制中
・ 降雨の状況や、規制が継続中で

あること等の情報提供。
例） 雨は小降りになったが、

通行止めを継続中。等

○規制解除
・ 降雨の停止や、パトロール等で安

全が確認された場合 等。
例） 通行規制を解除しました。等

３）メディアの方々への情報提供のタイミング

● 規制の可能性や規制の開始、解除などの各タイミングで道路情報表示板や公式「Ｘ」、記者発表
で情報提供を行います。

● 記者発表を行った際は、ホームページにも掲載し、ＦＡＸでも情報提供します。

規制前の情報提供例（公式「Ｘ」）

規制解除の情報提供
（記者発表資料）

規制開始の情報提供
（記者発表）

規制中の情報提供例（公式「Ｘ」）
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● 令和7年8月7日未明からの雨により、7:30に
国道８号安楽寺にて雨量規制を実施。
15:45に規制解除。

● この日は県西部で大雨となり、国道156号
小牧でも雨量規制を実施。国道160号中
波・藪田は通行止め予告までとなった。

● 大雨が予測された前日から、道路情報表示
板や「Ｘ」、記者発表（HP）等で情報を発信。

３）メディアの方々への情報提供のタイミング （例 R7.8.7 国道８号 「安楽寺」）

内容表題等媒体日時

富山地方気象台 大雨と雷及び突風に関する富山県気象情報第５号発表8/6 16:56

管内の道路状況道路情報X22:00

管内の道路状況道路情報X8/7 1:10

管内の道路状況道路情報X2:50

管内の道路状況道路情報X3:50

大雨注意道路情報X4:55

R8 通行止め可能性あり予告X5:40

R８安楽寺 通行止め開始7:30

R8安楽寺 通行止め開始通行止め開始
記者発表7:30

X

R160中波～藪田 通行止め予告予告
記者発表8:20

X8:50

R156小牧 通行止め予告予告
記者発表9:30

X

R156小牧 通行止め開始11:00

R156小牧 通行止め開始通行止め開始
記者発表11:00

X

R160中波～藪田 可能性なし道路情報記者発表

R8継続通行止め継続X13:30

R8安楽寺 通行止め解除15:45

R8安楽寺 通行止め解除通行止め解除
記者発表15:45

X

R156小牧 通行止め解除16:00

R156小牧 通行止め解除通行止め解除
記者発表16:00

X

0

50

100

150

200

250

300

0

10

20

30

40

50

60

22:00 2:00 5:00 8:00 11:00 14:00

連続雨量（mm）時間雨量(mm） R8安楽寺の雨量の推移

雨量基準180mm

7:30規制開始
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４）道路緊急ダイヤル ＃９９１０ について

● 道路の穴ぼこや落下物など、道路の異状を24時間受付☏

● 令和６年３月より、ＬＩＮＥアプリによる運用を開始し、写真や位置情報の投稿も可能に
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５）道路ふれあい月間の取り組み

●国土交通省は毎年８月を「道路ふれあい月間」として、道路を利用する方々に道路とふれあい、道
路の役割や重要性をあらためて認識していただくため、道路の愛護活動や道路の正しい利用の啓
発活動等を特に推進することとしています。

●富山河川国道事務所では道路ふれあい月間の取り組みとして、８月とその前後の時期に以下の
取り組みを予定しています

道路に関するパネル展 道路愛護活動の表彰

特殊車両の指導取締り 富山まつりでの除雪機械出展・試乗体験

【内容】
道路に関する取り
組みをパネルでわ
かりやすく紹介しま
す（NEXCO・富山
県・富山市も参加）。
【時期・場所】
8月3日（月）13:00～
8月21日（金）15:00
富山市役所１F

【内容】
道路の構造を保全
し交通の危険を防
止するため、特殊車
両の指導取締りを実
施します。
【時期・場所】
不定期で富山河川
国道事務所の管理
区間で実施

【内容】
道路愛護等に関して
特に著しい功績の
あった団体を表彰し
ます。
【時期・場所】
8月下旬
富山河川国道事務
所内

【内容】
未来の建設業、特に
除雪作業の担い手
確保に向けて、除雪
機械の展示・試乗体
験を実施します。
【時期・場所】
9月27日（日）
※富山まつり開催日
県民会館前

-6-【 50 】



６）情報提供している画像の使用について

●富山河川国道事務所のホームページやＸで情報提供している画像は、メディアの方々
も使用可能です。

①使用するときは、「提供：富山県道路情報」や「富山河川国道事務所Xより」等クレジット表記を
お願いします。

②事前連絡や事後報告は必要ありません。

ホームページ

河川や道路に設置してある管理用カメラの静止
画像を公開しています。

道路 「富山県道路情報」
確認したいカメラをクリック
すると静止画像が見られ
ます。

Ｘ （ 旧 Ｔｗｉｔｔｅｒ ）

Ｘでは事業の紹介ほか、
通行止め、路面状況、

落下物注意などの道路
情報を発信しています。

-7-

リポスト
お願いします
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－ 1－

立山砂防直轄100年・県営120年 【立山砂防事務所】

立
山
砂
防
直
轄
１
０
０
年
・県
営
１
２
０
年
周
知
ポ
ス
タ
ー

～常願寺川治水（砂防も含めた）のあゆみ～

泥谷砂防堰堤群
（重要文化財）

本宮砂防堰堤（重要文化財）

S44災害（立山町千寿ヶ原地区）
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立山砂防直轄100年・県営120年関連イベント

●関連イベント一覧（R8.7.1現在）

令和８年度に、常願寺川流域の砂防事業（立山砂防）は、富山県による県営事業に着手し
て120年、国による直轄事業に着手して100年の節目を迎えます。
富山平野の安全・安心な暮らしを守るため、立山砂防が果たしてきた役割を振り返りつつ、

これからの立山砂防を考えるとともに、土砂災害の恐ろしさ、土砂災害への備えを再認識する
機会となるように、年間をとおして関係機関がイベントを計画し、実施していく予定です。

「立山砂防」事業は直轄100年・県営120年を迎えます！！

－ 2－

（QRコード）

立山砂防事務所ＨＰ
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洪水についての基礎知識

45
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「洪水」＝「氾濫」ではありません

•地震＝「被害発生」とは限らない。
被害がなくても地震は地震

•洪水＝「氾濫発生」とは限らない。
被害がなくても洪水は洪水

46
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日本の河川の特徴

日本の都市の大部分は洪水時の河川水位より低いところにあり、洪水の影響を受けやすい。

テムズ川

47
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•地震は発生を防ぐことはできません。・・・ 耐震対策などは可能
•洪水も発生を防ぐことはできません。・・・・被害を回避・軽減することは可能
•氾濫を回避・軽減する手段が、河川改修やダムの洪水調節（ハード対策）です。
人的被害を最小化させる手段が、避難など（ソフト対策）です

「洪水」を防ぐことはできるのか？

48
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普段からハザードマップ等でリスクを知って、事前に避難などの行動計画を立てておき、避難
行動のきっかけとなる河川水位やカメラ映像などの情報を取得し安全に避難する

ソフト対策の例

49
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堤防と護岸

○洪水時の水位より周辺地盤の方が低いときに堤防を築造する。
○堤防を保護するコンクリートブロックなどを護岸という。
堤防のない河川でも河岸を保護するために護岸を施工している。

○テレビのニュースで「堤防が決壊」したという情報は、実は「護岸が削られた」だけという場合
もある。

○浸水被害があると、堤防や護岸などに損傷がなくても。「堤防の決壊」と情報が流れる場合
もある。

堤防

50
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浸水被害の種類

総称して外水被害という

○堤防のない川で水があふれるのは「溢水（いっすい）」。
○堤防のある川で水が堤防を乗り越えるのは「越水（えっすい）」。
○越水が生じると、堤防の決壊が生じる危険性が大きくなる。
堤防の決壊は、浸透、浸食などによっても発生する。
○河川に排水できずに生じる浸水を内水被害という。
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堤防の決壊（破堤）の形態
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「地形」や「河道形状」などから水害リスクの高い箇所・区間

○本川と支川の合流部（バックウｵータ（背水）の影響がある区間）

本川の水位が高いときに支川に逆流したり、支川などがながれにくくなるため、支川の氾濫大き
リスクが大きくなる。
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外水被害と内水被害
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樋門・樋管の役割と内水被害

○本川から支川への逆流を防ぐため、樋門・樋管を閉めることで、支川が溢れてしまう場合が
ある。この現象を「内水」という。
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【取組概要】

出水時に、排水ポンプ車の迅速な出動や現地での排水作業が滞り無く行えるよう、定期

的な排水訓練を実施するとともに、各水防管理団体が主催する水防訓練等へ参加すること

で、出水時における排水体制を確立している。

・取組実績及び予定：令和８年度 ⇒ ・令和８年５月２４日（土） 富山市水防訓練

・令和８年５月３１日（土） 高岡市水防訓練

・令和８年９月２８日（日） 富山県総合防災訓練

高岡市水防訓練での展示富山市水防訓練での展示

排水ポンプ車
（右岸6.43k）

四屋排水機場

排水ポンプ車稼働の様子

R7．8月出水 高岡市へ派遣（四屋）

四屋排水機場

排水訓練の様子

排水体制の促進 排水訓練の実施、水防訓練等への参加及び排水ポンプ車の派遣
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洪水時の水位を低下させることが重要

治水の原則は「洪水時の水位を下げて洪水を安全に流す」。これを踏まえながら様々な治水
対策を組み合わせて実施している。

○河川の水位を低下させると、外水被害を回避・軽減できる。内水被害も軽減できる。
○治水対策として、河床掘削、引堤、放水路、遊水池、ダムなどにより水位を低下させる。

○ここで、堤防のかさ上げは洪水時の水位を上昇させる。

○そのため、堤防決壊時の被害が増大するとともに、河川への排水が困難となり内水被害が
増大する。また、堤防に掛かる橋梁の掛け替えも必要となるなどデメリットが大きい対策である。

洪水時の水位が地盤高より高い区間の河川では、
水位を下げることが治水の原則
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○大洪水であっても流すことができるように川幅を大きくすれば洪水は溢れないが、それでは
街中が河川ばかりとなり、何を守っているのかわからない状況となる。

○そこで、ある程度までは河川で流し、それ以上はダムに貯める、という役割の分担をすること
で洪水時の水位を低下させる。

河川改修とダムの役割分担

○頻度の高い、ある程度の規模の洪水に対しては、河川改修で流下能力を確保する。

○それを超える頻度の低い大規模な洪水に対しても河川改修のみで安全確保を図ろうとする
と、街を大きく改変する河川改修が必要となる。
○そのため、ダムによる洪水貯留と河川改修を組み合わせて治水対策を実施している。
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ダムの防災操作（洪水調節）

○ダムは、下流河川での洪水氾濫を防止・軽減する。

ピーク時刻を遅らせる

ピーク流量を低減させる

（緊急放流）
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ダムの防災操作（洪水調節）

○ダムは、洪水調節の際には、下流河川の流量を少なくする。→安全な流量が流れているうち
に避難が可能となり、被害を回避・軽減する。
○ピーク時刻を遅らせることにより、避難時間の確保及び下流の被害を回避・軽減する。
○仮に氾濫した場合でも、氾濫ボリュームを減少させて、下流河川の被害を軽減できる
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事前放流

○「事前放流」とは大雨が見込まれ、河川の水量が増える前に、水力発電、農業用水。水道な
どのためにダムに貯めている水を事前に放流しておいて、一時的にダムの貯水量を下げ、大雨
に備える取り組み。

○この取り組みは、治水を目的としているダムだけではなく、利水専用のダムについても実施す
るよう関係省庁と連携して実施するもの。
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事前放流実施の周知
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富山県内の河川の特性
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黒部川 概要
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常願寺川 概要
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神通川 概要
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庄川 概要
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小矢部川 概要
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